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脂質異常症における小腸の形態的変化および機能的変化に関する検討
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｢背景・目的｣1 型・2 型糖尿病に合併する脂質異常症に関する以前の研究で、小腸

絨毛過形成・吸収面積増加による脂質吸収の増加が発症の一因であることを示し

た。本研究では、糖尿病の合併がない脂質異常症における小腸絨毛の形態的変化

および脂質吸収の機能的変化についての検討を行った。 
｢対象・方法｣脂質異常症モデルマウスである BALB/c ApoE knockout マウス (ApoE 
KO 群)、対照として BALB/c マウス (BALB/c) 群を用いた。脂肪吸収機能の評価

として 13C-trioctanoin 呼気試験を行い、13C- trioctanoin を投与後に、呼気中の
13CO2/12CO2 比 (ΔCO2) を赤外分光分析装置により測定した。その直後に採血およ

び小腸の摘出を行った。トリグリセライド (TG)、総コレステロール (T-CHO) お
よび小腸全長を測定し、上部小腸を HE 染色することにより絨毛の高さを測定した。 
｢結果｣BALB/c 群と比較して、ApoE KO 群では TG および T-CHO は有意に増加し

た。体重、小腸全長、呼気試験での ΔCO2、絨毛高は両群間に有意な差は見られな

かった。 
｢考察・結論｣ApoE KO 群では、高トリグリセライド血症および高コレステロール

血症が認められた。糖尿病の合併がない脂質異常症では小腸絨毛の過形成 (吸収面

積増加) や脂質吸収の増加 (ΔCO2 増加) は起こってないことが示唆された。この

モデルでは、これまで明らかにした糖尿病に合併する脂質異常症とは異なった機

序で血中の TG、T-CHO が上昇すると考えられる。 
 


